
南房総市定例記者会見 

 

日時 令和５年２月２１日（火） 

午前１０時３０分から 

場所 市役所本庁舎 本館２階 第１会議室 

 

【会見項目】 

１ 南房総市議会第１回定例会を招集 

２ 子ども医療費助成事業の拡充について 

３ 出産･子育て応援給付金について 

４ 旧南三原小学校等跡地整備事業について 

５ 発達相談・トレーニング事業について 

６ 千倉の花畑再生事業の取り組みについて 

【その他】 

  １ 旧南三原小学校等跡地整備事業について 

  ２「海ノ民話のまちプロジュエクト」アニメ完成報告について 

３ 令和５年３月の行事予定 

【次回の記者会見日時】 

  日時 令和５年３月２７日（月） 午前１０時３０分から 

  場所 市役所本庁舎 本館２階 第１会議室 

 

南房総市総務部秘書広報課 

TEL0470-33-1002・FAX0470-20-4591  
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定例記者会見 令和５年２月２１日 開催 

 

会見項目№１ 

南房総市議会第１回定例会を招集 
 

 今定例会には、報告案件１件、条例議案１５件、一般議案４件、予算議案１４件、

同意案件１件、諮問案件３件の計３８件の案件を提出します。 

 提出議案のうち、「令和４年度一般会計補正予算（第１０号）」は、歳入歳出予算の

補正及び繰越明許費の補正です。 

歳入歳出予算の補正は、歳入歳出それぞれ２,２６２万円を追加し、２７６億１０

７万円とするものです。国の補正予算により「出産・子育て応援事業」が創設された

ことに伴い追加補正するものです。 

 「令和４年度一般会計補正予算（第１１号）」は、歳入歳出予算の補正、継続費、

繰越明許費及び地方債の補正です。 

歳入歳出予算の補正は、歳入歳出それぞれ８億４，９７８万８，０００円を減額

し、２６７億５，１２８万２，０００円とするものです。放課後児童支援員の処遇改

善事業補助金の追加、新型コロナウイルスワクチン接種事業の精算や国庫補助金の

精算に伴う返還金の追加、富楽里とみやま大規模改修工事の工期変更に伴う経営継

続支援金の追加のほか、事業費の確定及び精算見込みによる追加・減額補正、基金な

どへの積立金の追加が主なものです。 

 「令和５年度一般会計予算」では、「第２次総合計画・後期基本計画」及び「総合

戦略」の中心的なコンセプトである「子育て世代の維持・増加」の実現に向けて、自

然との共生、子育て・教育施策、産業振興・経済振興施策、移住・定住施策を引き続

き展開します。 

 予算総額は、２６０億７，５００万円で、骨格予算であった前年度当初予算との比

較では、２２億６００万円増（９．２％増）、また、肉付け予算である補正予算（第

２号）後の比較では、３，７４２万４，０００円増（０．１％増）となっています。 

                                        

【参考情報】 

【問い合わせ】 

南房総市 総務部 総務課 総務グループ  担当者：堀江・井野 
電話：０４７０－３３－１０２１   ＦＡＸ：０４７０－２０－４５９８ 
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定例記者会見 令和５年２月２１日 開催 

 

会見項目№２ 

子ども医療費助成事業の拡充について 

 

子育て世帯の経済的負担を軽減するとともに、子どもの保健の向上と健やかな育成

を支援することを目的として、現在、０歳から中学校３年生までを対象としている子

ども医療費助成について、令和５年８月診療分から、高校３年生(※)まで拡充します。 

高校生分の医療費助成は、県の補助対象外となるため、市単独事業として行い、そ

れに伴う予算として１，２００万円を見込み３月議会に上程します。 

県の制度改正と合わせて８月からの開始となりますが、医療機関の窓口で受給券を

提示することにより、一回３００円又は無料で診療が受けられることとなります。 

 

【拡充の内容】 

１.助成対象年齢を高校３年生までに拡充し、受給券の発行を行います。 

２.医療機関で支払う医療費の自己負担額に上限を導入します。 

上限の内容としては、同一医療機関における同一月の受診は、入院が１１日目、 

通院が６回目から自己負担なしとなります。 

なお、この拡充は千葉県の制度改正と合わせた実施となります。 

 

（※）「高校３年生まで」の子どもとは、１８歳に達する日以降の最初の３月３１日 

までの高校生相当年齢までの子どものことを言う。 

注：千葉県の制度改正は、「高校生も受給券使用を可能にする」「一月の上限額を 

設定する」です。県医師会とは調整中とのことです。 

                                        

【参考情報】 

【問い合わせ】 

南房総市 保健福祉部 社会福祉課 児童福祉係  担当者：石井 富美子 
電話：0470-36-1153    ＦＡＸ：0470-36-1133 
ｅ-mail アドレス：jidou@city.minamiboso.lg.jp 
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定例記者会見 令和５年２月２１日 開催 

 

会見項目№３ 

出産・子育て応援給付金について 

 

市では、すべての妊婦・子育て世帯が安心して出産・子育てができるよう応援する

「出産・子育て応援給付金支給事業」を開始します。 

本事業では、妊娠期から出産・子育てまで一貫して相談に応じ、必要な支援を行う

「伴走型相談支援」の充実と、出産や子育てに要する経費の負担を軽減するため、出

産・子育て応援給付金を支給する「経済的支援」を一体的に実施します。 

 

１ 事業内容 

（１）伴走型相談支援とは 

    出産・育児等の見通しを立てるため、保健師等が、妊娠届出時・妊娠８か月

頃・新生児訪問時等に、面談やアンケートを行い、安心して出産・育児がで

きるよう産後の支援サービスや手続きを確認するなど、妊産婦に寄り添った

支援を行います。 

 

（２）経済的支援とは 

    ①出産応援給付金：妊娠１回につき５万円を支給します。 

     支給対象者：令和４年４月１日以降に妊娠届出をした方 

    ②子育て応援給付金：お子さん１人につき５万円を支給します。 

     支給対象者：令和４年４月１日以降に生まれたお子さんの養育者 

 

２ 事業開始日 令和５年３月１日（水） 

 

                                        

【参考情報】 

【問い合わせ】 

南房総市 保健福祉部 健康推進課 保健予防係  担当者：在原・加藤 
電話：0470-36-1154ＦＡＸ：0470-29-7271 
ｅ-mail アドレス：kenkosuishin@city.minamiboso.lg.jp 
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定例記者会見 令和５年２月２１日 開催 

 

会見項目№４ 

旧南三原小学校等跡地整備事業について 

 

市では、地域の賑わいの創出とともに子育て環境の充実を図るため、旧南三原小

学校跡地を中心に、保育所跡地、幼稚園跡地に加え、温石川対岸のふれあいの里の再

整備を含めた公園整備を行います。 

 

工事は、令和５年度から令和６年度の２箇年の継続工事で進め、約２２，０００㎡

の敷地に、広い芝生園地や地形の高低差を活かした斜面すべり台、各種遊具、健康増

進のための健康遊具などを配置するほか、防災倉庫、かまどスツール、非常用電源と

いった防災に配慮した施設や設備などについても、整備を予定しています。 

公園整備によって、子どもたちの賑やかな声が響き渡り、多世代間の交流や、利用

者同士の交流から、地域の活力の増進が期待され、移住・定住の促進、子育てしやす

い南房総といった、市の目指す将来像の実現のため、新たな南房総の魅力の一つと

して整備を進めていきます。 

 

 

※詳細につきましては、会見項目終了後に「その他」で教育委員会から説明します。 

 

 

 

                                        

【参考情報】 

【問い合わせ】 

南房総市 教育委員会事務局 学校再編整備 再編整備係  担当者：石井一弘 
電話：0470-46-2962   ＦＡＸ：0470-46-4059 
ｅ-mail アドレス：g-saihen@city.minamiboso.lg.jp 
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定例記者会見 令和５年２月２１日 開催 

 

会見項目№５ 

発達相談･トレーニング事業について 

 

南房総市教育委員会では、令和５年４月から、丸山分庁舎教育相談センター内に、

発達の偏りや特性により集団生活や学習がうまくいかない児童生徒と、その家族や

学校に対する相談支援を行うため、発達相談室「ぱれっと」を開設します。 

 

発達相談室「ぱれっと」では、対象の児童生徒に、放課後の時間を利用したＳＳＴ

（ソーシャルスキルトレーニング）を始めとする教育プログラムや自立活動、遊び

などの体験を通して、社会生活を営むために必要なスキルを育てる活動を行います。 

保護者や家族へは、発達や養育相談、発達検査、関係機関の紹介などの相談活動を

行い、学校に対しては、児童生徒の行動観察や環境調整、職員研修など対応方法を一

緒に考え、学校生活がスムーズに送れるようサポートします。 

これまでも、教育相談センターとして、家庭への様々な養育支援、不登校相談のた

めの子ども教室「スマイル」を設置し、学校内には「スマイルプラス」教育相談員を

配置するなど、家庭児童相談の充実と学校・学級に入れない児童生徒の居場所づく

りを行ってきましたが、今後は、児童期に適切な支援を行うことにより、「障害・特

性」に対する本人や保護者の理解を深め、家庭での不適切な養育・虐待の防止、引き

こもりや暴力行為を予防するとともに、支えられる経験を通して自己肯定感を高め

社会生活への適応を図っていきます。 

                                        

【参考情報】 

【問い合わせ】 

南房総市 教育委員会事務局 子ども教育課  担当者：飯田 
電話：0470-46-2966   ＦＡＸ：0470-46-4059 
ｅ-mail アドレス：kodomo@city.minamiboso.lg.jp 
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定例記者会見 令和５年２月２１日 開催 

 

会見項目№６ 

千倉の花畑再生事業の取り組みについて 

 

 現在、道の駅ちくら潮風王国周辺では、耕作放棄地となっていた農地が、クラウド

ファンディングによる花畑再生事業により再生され、色とりどりの花々が見頃を迎

えています。 

 

この取り組みは、ふるさと納税を活用したクラウドファンディングで寄付金を募

り、道の駅がけん引役となって早春の花摘み観光を再生させ、観光客の減少に歯止

めをかけようと令和４年度より開始しました。 

市の第三セクター「(株)ちば南房総」が運営する道の駅ちくら潮風王国とテナン

ト会等が主体となって、昨年６月から準備を始め、地域の事業者や社会福祉法人と

も連携し千田地区の花畑再生に取り組みました。 

花畑には菜の花・ストック・キンセンカなどが咲き誇り、団体バスの花摘みツアー

の受入や道の駅において切り花として販売しており、今後はＳＮＳでの情報発信や

フォトコンテストなどを開催し集客を図る取り組みを実施する予定となっていま

す。 

 

市としましては、将来的にふるさと納税返礼品メニューに花摘み体験券などを盛

り込み、花畑再生事業の継続と自走を目指していきたいと考えています。 

 

 

 

                                        

【参考情報】 

【問い合わせ】 

南房総市 商工観光部 観光プロモーション課 交流拠点係  担当者：水野、三富 
電話：0470-33-1091  ＦＡＸ：0470-20-4230 
ｅ-mail アドレス：kanko@city.minamiboso.lg.jp 
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 南房総市教育相談センター ＊子どもの育ちや子育てを応援する南房総市の拠点機関＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

             

        

                                  

 

                   

                  

  

                   

 

                    

特別支援教育 

適応指導 

家庭児童相談 

＜子どもの問題をとらえる視点＞ 

                       

発達障害                         養育方針 

   特性               家族関係                      
    こだわり              家計                      

                    病気 

 

 

 

 

          不登校・ひきこもり 

          暴力行為 

発達 

虐待 

養育 

【発達相談室】  ＊発達相談・トレーニング事業 
発達障害などのこだわりや特性のため、人間関係をうまく築けず、学習や集団生活に困難さがある児童生徒に

対し、ソーシャルスキルトレーニングを始めとする教育プログラムや自立活動、遊びなどの体験活動を通して社

会性を身に付けさせると共に、学校や医療、その他関係機関と連携を図りながら、保護者への養育相談を行う。 

 

・君津児童相談所 

・社会福祉課 

・社会福祉協議会 

・健康推進課 

・市内小中学校 

・市内子ども園 

・安房特別支援学校 

・子ども家庭支援セン

ター「オレンジ」 

・障害児支援事業 

「てとて相談室」 

・民生・児童委員 

・館山警察 

・中核地域生活支援セ

ンター「ひだまり」 

・安房健康福祉センター 

・医療機関 

・発達支援センター

「そらいろ」・・・他 

発達相談室 
「 ぱれっと 」 

＜保護者支援＞ 

〇発達相談、療育相談 

 ・発達検査 

 ・関係機関の紹介 

＜子ども支援＞ 

 〇児童発達支援 

 ・SST ・コグトレ 

 ・教育プログラム 

 ・グループワーク 

＜学校支援＞ 

 〇園・学校訪問 

 ・専門家チーム派遣 

（校内委員会・巡回相談 

支援会議、集中支援等） 

 ・園・学校の環境整備 

 〇職員研修 

＊子どもカルテの作成 

業務拡大 

関係機関との連携 

・担当：発達相談室長１名、相談員４名 

（特別支援教育相談員・教育相談員） 

・記録：個別の支援計画、支援記録 

・面談：定期的・継続的な保護者面談 

・対象：市内在住の小中学生 

＊学校からの紹介 

項目５【発達相談･トレーニング事業について】 



項目６ 

【千倉の花畑再生事業の取り組みについて】 

(R5.2.16撮影) 
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定例記者会見 令和５年２月２１日 開催 

 

会見項目№４-２ 

旧南三原小学校等跡地整備事業について 

（新しい公園のすべり台を選ぼう） 
 

公園に設置を予定しています、いろいろな遊具のうち、公園のシンボルとなる、大

型造形遊具のすべり台について、イメージを作成しました。 

南房総の特色である、クジラ・海・花をモチーフとした３案のイメージのうち、皆

様からのご応募やご意見を参考に、設置するすべり台を選考します。 

【イメージ３案】 

・クジラの親子のすべり台 

・波のすべり台 

・お花畑のすべり台 

 応募方法は、ＱＲコード又はＵＲＬから応募ページ（Ｌｏｇｏフォーム）にアクセ

スし、ご回答をお願いします（応募はお一人様１回のみでお願いします、また、お子

様につきましては、保護者の同意のもと応募をお願いします）。 

  https://logoform.jp/f/HTCYp 

応募資格は公園を利用される方を対象としており、市内外問わず、制限はありま

せん。 

 応募期限は令和５年３月２０日（月）まで。 

 皆様からの多数のご応募をお待ちしております。 

                                        

【参考情報】 

【問い合わせ】 

南房総市 教育委員会事務局 学校再編整備 再編整備係  担当者：石井一弘 
電話：0470-46-2962   ＦＡＸ：0470-46-4059 
ｅ-mail アドレス：g-saihen@city.minamiboso.lg.jp 



①クジラの親子のすべり台

②波のすべり台

③お花畑のすべり台

海の中でクジラたちと遊んでいるようなイメージの大型造形遊具です。
３つのスライダーとトンネルや魚を模したクライムなどを配置し、ぐるぐると何度も遊べます。
波型のペイントを施したカラフルなクジラが来園者を迎えます。

波と海の生き物たちをモチーフにした大型造形遊具です。
周りに配置したベンチには、モザイクタイルで表現した海や、ペイントで描かれた魚たちがいます。
全体的に流線形の形状でまとめ、波を表現しています。

モザイクでカラフルに彩られたお花を表現した大形造形遊具です。
南房総で盛んに栽培されている、ポピー・ストック・キンセンカ・キンギョソウなどをモチーフにしています。
温かみのあるやわらかな表情が来園者の心を和ませます。






